
専
決
処
分
「
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）」

財
産
処
分（　

旬
の
花
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
支
給
条
例
の

一
部
改
正

こ
ど
も
医
療
費
18
歳

ま
で
無
料
化
へ
条
例
の

一
部
改
正

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
支
給

事
業
。

問　

な
ぜ
専
決
処
分
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答　

国
の
方
針
が
５
月
末
か

ら
の
支
給
で
あ
り
、
議
会
終

了
後
で
は
間
に
合
わ
な
い
た

め
専
決
処
分
が
必
要
。

問　

対
象
世
帯
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

令
和
４
年
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
３
２
０
世
帯
、

未
申
告
世
帯
が
30
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
50
世
帯
の
合
計

４
０
０
世
帯
と
見
込
ん
で
い

る
。

問　

売
却
後
、
現
存
の
建
物

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
事
業
費
を

は
じ
め
と
し
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
５
１
１
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
59
億
６

５
０
万
８
千
円
と
し
た
補
正

予
算
。

問　

若
者
生
活
支
援
特
別
給

付
金
支
給
の
内
容
は
。

答　

基
準
日
に
住
民
登
録
の

あ
る
若
者
、
16
歳
か
ら
22
歳

に
無
条
件
で
、
ひ
と
り
３
万

円
を
申
し
込
み
制
で
支
給
。

　

給
付
日
程
は
、
他
の
支
援

事
業
も
多
数
あ
り
、
順
次
実

施
す
る
予
定
で
、
具
体
的
に

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
事

業
費
の
会
計
年
度
任
用
職
員

問　

対
象
者
は
何
人
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
時
点
で
児

童
29
人
、
扶
養
者
68
人
、
合

計
97
人
で
あ
る
。

問　

18
歳
の
規
定
に
つ
い
て

具
体
的
に
。

第２回
定例会

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
財
産

の
処
分
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
人
事
案
件

に
関
す
る
も
の
２
件
の
合
計
10
議
案
で
、
全
議
案
と
も
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
向
け
た
国
会
審
議
推
進
を
求
め
る
意

見
書
」
が
発
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

公有財産利活用町民検討員会答申後公有財産利活用町民検討員会答申後初！！初！！

特産品販売施設特産品販売施設「「(旧)旬の花」(旧)旬の花」

2,6502,650万円で売却万円で売却

こども医療費無料こども医療費無料
18歳まで拡大！18歳まで拡大！

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

介
護
事
業
を
営
む
会
社

が
購
入
。
改
修
し
て
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
考
え
て
い
る
。

答　

18
歳
の
誕
生
日
後
の
年

度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で
。

（旧）

答 答

問問

問

問 問

問

問 答答

答 答

はとやま議会だよりNo.157　23　はとやま議会だよりNo.157



問　

夫
婦
の
間
に
子
ど
も
が

出
生
し
た
場
合
、
出
生
届
は

ど
ち
ら
の
氏
に
決
め
る
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
提
出

す
る
の
か
。

答　

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
段

階
に
お
い
て
、
話
し
合
い
が

十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

問　

別
姓
を
容
認
す
る
こ
と

と
旧
姓
を
使
っ
た
状
態
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
と

の
違
い
は
ど
こ
か
。

答　

通
称
を
使
っ
て
い
る
方

も
実
際
的
に
い
る
が
、
住
民

票
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
国
際
航

空
券
・
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
の
運
用
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
省
庁
が
旧

姓
併
記
を
認
め
る
の
は
困
難

と
回
答
し
て
い
る
。

の
報
酬
支
出
、
３
１
８
万
５

千
円
の
仕
事
内
容
は
。

答　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
、

受
付
期
間
の
窓
口
混
雑
の
緩

和
を
図
る
。

問　

直
近
の
交
付
件
数
及
び

交
付
率
は
。

答　

令
和
３
年
度
１
５
９
７

件
、
令
和
４
年
度
６
月
時
点

39
％
。

問　

町
外
に
通
う
小
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
の
給
食
費
負

担
は
。

答　

児
童
５
人
、
生
徒
13
人

に
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
と

同
様
な
額
を
来
年
３
月
ま
で

支
給
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
４
を
参
照

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
図
ろ
う
と
す
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
は
反
対
。

今
後
、
医
療
の
現
場
か
ら
も

反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

現
行
の
健
康
保
険
証
を
原
則

廃
止
と
い
う
流
れ
は
、
非
常

に
危
惧
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
々
へ
の
支
援
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
賛
成

す
る
。�

（
野
田
）

　

つ
ら
い
思
い
や
社
会
的
不

利
益
な
状
況
に
あ
っ
た
と
し

て
も
、
選
択
が
で
き
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
問
題
。

　

政
府
は
旧
姓
の
通
称
使
用

の
拡
大
の
取
り
組
み
を
進
め

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

　

通
称
使
用
を
も
う
少
し
緩

和
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
が
、
固
有
の
姓
を
名
の

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
解
決

で
き
る
。

※　

答
弁
は
、
意
見
書
提
出

者
の
野
田
議
員

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
は
、
家
族
の
あ
り
方
に

深
く
係
わ
り
、「
戸
籍
法
」「
民

法
」
の
改
正
を
必
要
と
し
、

さ
ら
に
子
ど
も
へ
の
影
響
が

非
常
に
心
配
だ
。
現
状
で
は
、

夫
婦
・
親
子
同
姓
の
戸
籍
制

度
を
堅
持
し
つ
つ
、
婚
姻
前

の
氏
の
通
称
使
用
を
周
知
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
夫
婦
別

姓
制
度
の
導
入
に
は
慎
重
な

検
討
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
意
見
書
の
提
出

に
反
対
す
る
。�

（
森
）

〈
反
対
討
論
〉

て
い
る
が
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム

を
使
い
分
け
る
負
担
や
管
理

コ
ス
ト
等
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

自
己
同
一
性
を
喪
失
す
る

苦
痛
の
根
本
的
な
解
決
策
に

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
海
外

で
は
通
用
し
な
い
。�（
中
山
）

　

夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
は
、

既
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
国
と
し
て
管
理

す
る
上
で
は
、
従
来
の
戸
籍

制
度
と
は
別
に
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
が
、
必
要
に
な
る
な

ど
、
難
し
い
課
題
が
多
い
。

　

こ
の
是
非
に
つ
い
て
、
政

府
が
前
向
き
に
研
究
し
、
議

論
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ

と
な
の
で
、
当
意
見
書
に
賛

成
す
る
。�

（
関
根
）

　

夫
婦
同
姓
の
強
制
は
戦
前

の
家
制
度
の
名
残
だ
と
思
う
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
は
、
男

女
平
等
を
意
識
で
き
る
。

　

テ
レ
ビ
等
の
報
道
で
は
、

結
婚
に
伴
う
改
姓
に
よ
っ
て
、

社
会
的
不
利
益
や
不
都
合
な

ど
面
倒
だ
と
い
う
事
例
が
あ

る
。�

（
根
岸
）

　2017年の内閣府「家族の法制に関する世論調査」では、選択的夫婦別姓制度の導入に66.9%の国民が
賛成・容認と答え、特に平均婚姻年齢の30代においては84.4%にも及んだ。
　夫婦が望む場合には、結婚後も夫婦がそれぞれ結婚前の姓を称することを認める選択的夫婦別姓制度の
導入に関し、1996年２月に法制審議会が民法改正を答申してから26年が経過している。近年、結婚前の
姓で社会的信用や実績などを築く期間が長くなっていることから、結婚に伴う改姓により社会的不利益・
不都合や精神的苦痛を被る事例が更に増加している。
　2018年３月の衆議院法務委員会において、夫婦同姓制を採用している国は日本以外にはない旨、また
2021年４月の同委員会において、法務大臣が、仮に選択的夫婦別姓制度が導入された場合でも、戸籍の
機能や重要性は変わらない旨を答弁している。
　最高裁判所では夫婦の氏についての制度の在り方について、「国会で論ぜられ、判断されるべき事柄に
ほかならない」と示している。
　国においては、女性の社会進出を一層図るためにも、国民の価値観の多様化及びこれを反映した世論の
動向等に鑑み、選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議を推進するよう強く要望する。

選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進に向けた意見書選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進に向けた意見書
賛成多数で可決

＜要旨＞

問

問問

問 答

答答

答 答

はとやま議会だよりNo.157　23　はとやま議会だよりNo.157



コミュニティ・マルシェ

専
決
処
分
の
承
認

（
税
条
例
の
改
正
）

一
般
会
計
補
正
予

算
第
１
号

　

固
定
資
産
税
に
関
し
て
、

河
川
浸
水
に
よ
る
貯
留
機
能

保
全
区
域
の
指
定
を
受
け
た

土
地
は
、
課
税
標
準
額
を
４

分
の
３
と
す
る
規
定
を
新
設
。

　

省
エ
ネ
改
修
住
宅
に
も
減

額
措
置
を
行
う
な
ど
の
改
正
。

　

令
和
３
年
12
月
末
に
、
国

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
交
付
金
の
限
度
額

が
示
さ
れ
た
が
、
年
度
末
で

事
業
執
行
が
困
難
で
あ
り
、

次
年
度
へ
の
予
算
繰
り
越
し

手
続
き
を
国
に
対
し
行
い
、

令
和
４
年
度
に
町
独
自
の
対

策
と
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
必

要
な
経
費
８
９
９
９
万
円
を

追
加
し
、
総
額
57
億
６
７
９

９
万
円
と
す
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
マ
ル

シ
ェ
空
調
機
改
修
工
事
の
主

な
工
事
の
内
容
は
。

答　

全
体
面
積
は
８
０
０
㎡
、

旧
西
友
リ
ビ
ン
グ
館
か
ら
使

用
し
て
い
る
空
調
機
で
あ
り
、

過
去
に
も
繰
り
返
し
修
繕
を

し
て
き
た
。
今
回
、
天
井
埋

め
込
み
型
空
調
機
３
台
の
設

置
、
並
び
に
除
菌
機
能
付
き

の
配
管
工
事
等
の
費
用
が
必

要
に
な
る
。

問　

中
小
企
業
者
継
続
応
援

給
付
金
の
申
請
及
び
受
付
期

間
は
。

答　

過
去
の
給
付
決
定
通
知

書
で
申
請
可
能
。
た
だ
し
新

規
の
場
合
は
申
告
書
の
提
出

が
必
要
。

　

ま
た
受
付
期
間
は
８
月
18

日
ま
で
。

問　

中
学
校
の
空
調
機
は
ど

う
す
る
の
か
。

答　

理
科
室
、
視
聴
覚
室
に

各
２
基
、
職
員
室
に
３
基
設

置
す
る
。

・専決処分（税条例一部改正の承認）
・令和４年度鳩山町一般会計補正予算（第１号）
・令和４年度鳩山町水道事業会計補正予算（第１号）
� 以上３議案について審議し、３議案とも全会一致で可決・承認

令和４年第１回臨時会令和４年第１回臨時会　４月４月1515日日

一般会計補正予算（第1号）
＜主な歳出＞

・町内民間路線バス継続支援
� 130万円

・�コミュニテイ・マルシェ空調機の
改修並びに空調機3台の購入費用他
� 673万円

・�ひとり親家庭1人5万円、子育て応
援新生児給付金1人10万円の給付
� 1,105万円

・�JA出荷農業従事者、稲作経営安
定資金特別給付金� 460万円

・中小企業者等事業継続追加応援給付金
� 1,450万円

・中学校特別教室等空調機整備工事
� 642万円

・町内小中学校給食費１学期分の減免
� 1,053万円

水道事業会計主な補正予算
・水道基本料金6月～ 9月分の減免
� 2,524万円

一般会計補正予算（第２号）
５月20日に専決処分　６月議会で承認

一般会計補正予算（第3号）

・�住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金
� 4,000万円
　1世帯当たり10万円

・子育て世帯生活支援特別給付金� 695万円
　児童1人当たり5万円

・�健康管理システム改修（新型コロナウイルスワクチ
ン対応）� 65万円

・町内民間路線バス継続支援　130万円

・学校給食費２・３学期分の減免　1,863万円

・�保育士、幼稚園教諭、放課後児童支援員等の手当
等を３％程度引き上げ　479万円

・若者生活支援特別給付金　2,004万円

　16歳から22歳　１人につき３万円支給

・水道基本料金　来年1月まで減免　2,481万円

・�農業経営継続支援特別給付金　1,149万円

　�農家1戸当たり2万円、農業法人には組合員1人に
つき3000円など

６月議会で可決・承認された補正予算６月議会で可決・承認された補正予算

問

問問

答

答 答
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